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室戸風色風に倖へる闘西風津浪の研究
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昭和九年九月二十一日早朝突如として四国近畿一帯を襲ひ稀有の災害を興へた所謂室戸

原告風に由る惨害扶況(沿岸高潮，河川氾濫，家屋倒壕，浸水等)に就きでは，各方面の人々

.により調査が進められ既に護表せられた報告も二三に止まらたい。筆者等も災害後直ちに

大坂潤，四園太平洋岸，紀州の各沿岸に於ける津浪の水位上昇を約 2ヶ月K亙って賓地に

調査し，叉集象記録と桧潮記録の蒐集に努め，以て該津浪の性質を研究間明した。其の結

果は多少従来の護表と喰遣ってゐる賠もあるし，且つ津tIitの性質につきてほ我等調自の見

解があるので，蕊に夫れ等を報告する。

1.各地津浪の高さ

各地の水位上昇を測定するに営つては，吾等は}iJf謂風浪の彰響を除くため，成るべく海

岸最前面の浪痕を避けて専ら側壁，家裏，室内，横路の板塀等に相首長い水平直線を印せ

る侵水跡のみによった。第 1固はその若干例を示す。是れ風浪の跡印しは岩壁突堤其他極

めて局部的の事情Kより，同一地直にても甚だしく其の高低に差があれ所によっては屋

根の上まで潮水をかぶったのさへあるが，夫れを以て直に其の津浪高とするととは穏嘗を

棋ぐからである O 例へば紀州瀬戸に在る京大臨海賓験所には，7Kで洗はれた跡が海面上

4.8米の慮まであったが，之は明かに風浪の打あげたもの故取らや，白演沿岸空小屋の明瞭

君主浸水位を採用して此の附lli:の津浪高を 2.5米とした如きであるο 四国室津，羽根，奈牟

利等には海潮を浴びた高さ 9.5-10米に及ぶ所もあるが，之も多く風浪の奔騰したもので

* 本文は昭和 10年 4月大阪に於ける日本致事物理拳合王手合席上にて護表し，且つ其の梗概は
服部報公舎研究抄録第 3輯(昭和 12年)133頁に掲載しである。
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室戸険風に伴へる関西風ー津j良々研究

第 1闘 常j良高を決定した浸水跡の例

(イ) 大阪湾乃至紀伊水道沿岸の例

首草寺海岸 にて 岸 和国海岸に て

御坊町海岸 西宮 巡査祇 出 所 内

(口) 四凶海岸の津浪跡

安田町海岸洗掘の跡 宣言戸岬町(岸壁上まで浸水〉
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室戸圏在ffit¥に侠へる関西附砕J良の研究

あるから水位上昇としては採用しなかった。然し諸種の事情より見て四園沿岸の水位上

昇は 4-5米は下るまいと思はれる。

上越の如き浸水痕跡の海水面よりの高さは，パンベルグ水準器を以て精測し一方齢、潮

記録より首時の議想、潮位を定めて，殿風の影響のみを分離推算して第 1表の如き結果を得

た。第2圃は首日の殿風通路と共に上記各地鮎の位置を呑披にて示したものである。市出ヲ子

第 1表 関西各地風津浪の高さ(米〉

番披 地 名I水位(m上)昇|番-務|地 名|噌昇 11番披|地
(m) 

堺 3.3 11 大 |時 2.3 21 洲 本 1.8 

2 潰 寺 8.2 12 下 津 2.1 22 志 築 2.6 

3 大 ‘啓 2.9 18 箕 島 包.0 23 俄 屋 2.2 

4 岸 和田 2.7 14 湯 崎 2.5 24 岩 屋 2.5 

5 佐 野 2.0 15 御 坊 2.8 25 明 石 1.7 

6 尾 崎 2.7 16 南 部 2.8 26 和田岬 3.1 

7 淡 輸 2.2 17 国 主竪 2.3 27 西 宮 8.0 

8 カ日 大 3.2 18 白 演 1.9 28 甲子園 2.8 

9 和歌山 1.7 19 ii1l苦 良 2目6 29 尼 ケ 崎 3.2 

10 日 方 2.7 20 由 良 1.8 

君主 2間 険風通路ど常j良高調査地貼(番裁にて示す)
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室戸田古風に伴へる関西風浮浪の研究

水道及び大坂潤とも其の西側よりは東側特K東北隅K於て津浪商は大と放って居る。

大坂市の樟浪分布は著者の一人野満が内務省大阪土木出張所の依額によれ同所の技手

諸君に案を示して精密に其の浸水高を調査した結果があるか ら，夫れを第3固に掲げる。

所によっては 6米にも及ぶが，大韓は 3米{立の水位上昇があった様である。備段津浪の時

間的費化は十数ケ所の検潮儀若くは量水所で記録乃至観測されて居るので，是等によって

研究した。其の内最も完全に近き記録の得られたのは舶津橋のそれで，第 4圃(イ)に韓潟

ずる。之には嘗日の潮汐も含まれて居るので，鴎風のみによる水位上昇を知るには暴風嘗

日の潮汐を推定して，その影響を引去らねばたらね。

現~ 2 表 大阪般常橋の水位書理化

2202日日，卒 I~平3ヶ均年 間|賠|持
23ヶ年

気数象呆時刻 時刻 22日卒 平均 潮位水位均潮位潮位 均潮位 潮位
時 cm cm cm cm cm 時 cn】

-C3In 1 
cm cm cm 。 44 24 49 59 10 13 ，-8 - 6 。 6 

0.5 49 30 52 70 18 13.5 - 7 -23 - 4 20 24 

55 37 58 84 25 14 . 4句 ー19 5 45 40 

1.5 58 41 62 89 27 14.5 7 -10 10 48 38 

2 64 44 66 90 24 15 28 8 31 31 。
2.5 66 55 68 99 31 15.5 38 15 38 21 -17 

3 73 49 73 105 32 16 60 33 62 45 -17 

3.5 76 52 76 113 37 16.5 66 47 79 74 -'3 

4 81 55 81 104 23 17 91 64 91 99 日

4.5 84 60 84 119 35 17.5 100 72 98 83 15 

5 93 65 91 126 25 18 108 79 106 116 10 

5.5 98 68 96 133 37 .18.5 109 83 107 118 6 

6 97 70 95 129 34 19 106 84 106 123 17 

6.5 92 ， 65 91 125 32 19.5 106 82 106 123 17 

7 77 54 75 122 47 20 101 78 100 100 。
7.5 67 40 67 127 60 20.5 97 72 97 85 -12 

8 52 28 51 164 113 21 85 64 84 70 -14 

8.5 47 18 46 139 193 21.5 78 55 78 62 -16 

9 33 B 32 265 233 22 63 45 65 53 -12 

9.5 26 。 26 228 202 22.5 52 35 58 50 - 8 

10 16 ー7 16 156 140 23 40 28 44 34 一10
10.5 12 一15 12 109 97 23.5 35 17 42 28 -14 

11 -21 72 71 24 27 9 32 19 一13
11.5 - 3 -27 - 3 49 52 24.5 27 7 32 23 - 9 

12 - 8 -81 - 8 34 42 25 26 15 36 24 一12
12.5 - 7 -31 - 6 19 25 

( ()6 ) 
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室戸田古風に伴へる関西欧常j良の研究

費~ 3 困
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室戸険風に伴へる関西風常j良の研究

それには，その前後雨日(共陀海水頗る千穏)の験潮記録を，時刻 50介づ Lーは遅らし

ては進めて重ね合はせその平均を取る(第4園(ハ)， m?表)。之を内務省大阪土木出張所

の護表に係る九月二十一日の過去 23 ヶ年平均潮位(第 3 園(~)，第 2 表)と比較すれば，

全躍として上下 20cm程のやれはbるが，その襲化の模様は雨者共酷似して居る。依って

精確を期する矯め出来る丈(=)を(ハ)に一致せしめて，その平均を取れそれを以て首日

の議想潮位とした(第4園(ロ)，第2表〕。

斯くして得?とる強想潮汐を昔日の賓際験潮曲線より引きさると，殿風のみに依る水位上

昇曲線所謂純粋な風津浪曲線を得る。第5園及第2表最終行はその結果である。
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室戸険風に伴へる関西/.iiti南良の研究

2.津浪嘗日の大阪湾内セイシの週期と減嚢寧

以上の記録によって大限津浪の泊長を検討する前に，準備として先づセイシ運動を調べ

て置かう。

第 4園の賓際記録其のま Lでは，殿風着と共に水位の念昇を示す外セイシの作用は頗る

徴賜た様に言ふ人があるけれども，第5圃の様に純粋主主風津浪だけを抽出して見ると，大

限津浪動は意外にも整然?とる費化者として居るもので，セイシ運動も決して徴弱でなく，否

寧ろ災害を奥へた大上昇が既にセイシ運動の第一動に外ならす吉正察せられる。而して其の

質化扶況は吾人の前論文「室戸殿風に伴ふ琵琶湖水面の大動揺」で、見た湖南部の水位費化と

金〈類似の様相を示して居る。只琵琶湖で、は聡風襲来と共に南部の水を吹きやって水面の

念降下を来し，大阪では海水を吹きよせて急:上昇をした差があるだ‘けである。

さて大阪酔時のセイバ就きでは，本田，寺田諸みび高谷ふよると三種類あって

週期の最長なものは 270分，ヨえは 120分，最短のものは 66分といふととである。然るに

今回の騰風時に於けるセイシの週期は第 4及 5圃を見ると弐の如く放って居るc

(i ) 最短週期のもρ:一一暴風中心到着前 SE風連吹中に振幅 10cm程度を以て明

瞭に現はれて居る。然し踊風通過後には殆んE見えて居主主い。故に少くとも営日の 60分

週期セイシは本田，寺田諸氏や日高氏の考ふる如く縦式獲節振動では主主く，高谷氏の横振

動設に左祖すべきものの様である。

(ii) 中週期のもの γ一一騎風通過前にも 2時間週期のセイシが出ては居る治議幅は

10 cm足ら十で，鴎風通過後に最も額著に現はれ，正午から夜宇までに 6回の蓮積振動が

あり週期は著しく延びて 2時間 35.6分にたって居る。之は扮|本大阪聞の閉塞海としての

基本振動であるととは明かである。週期の延びたるは，大阪崎市岸が贋く浸水されて濁の

庚さが増し?と矯めと，嘗日海面の大擾筒Lにより渦粘性も海底摩擦も増加し?と矯めであら

う。

市して業の振幅及び減衰率を測って見ると共の通りであるO

(1) Me乱 Coll.Sci. Kyoto， 18 (1935)， 221. 
(2) Jour. Coll. Sci. Tokyo， 24 (190吊)， 1. 

(3 ) 海洋時報， 2 (1930)， 91. 
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室戸圏在夙に伴へる関西風津?良の研究

費~3 表険風通過後中週期セイジの減縮率

銀幅
(センチ)

~30 Ith|「711U14|谷10 I山7|省5 125|卒均

宇週期
減幅君事

(iii) 長週期セイシ:一験潮記録第 4固から直接認められるセイシは以上の二種である

が，純粋風海浪を抽出した第5園によると，明瞭に 5時間半の週期の存在が浮き出して

居る。而も其の振幅は中週期の夫れの倍以上もあるのである。其の減幅率及び減幅指数. 
GVos2

)は戎の通り。

第 4表長時セイ Vの減幅率

暴風中立立に念降下中 普 主量 潮 汐 時
(7.5 - 13時) (13 時以後)

• 
字通期減幅率 0.1 0.76 

減 幅 f旨 数 1.37 X 10-4 sec-1 1.18 X 10-4 

此の振動は平日 270分程度の週期を以て現はれるものと同種で，只前にも言った通り津

浪によって海面が贋く怒ったとと及び渦動粘性の増加せるととによって週期が 360分にも.

延びたにすぎたい。而して其の振動の本質は由良海峡を潤口とする大阪漕の縦式轡振動に

外ならぬ。而して夫れが斯く著しく登達して中週期振動の倍以上にも及ぶ振幅を有すると

とは，紀伊水道よりの海水の流入が充分に行はれて居るととを示す有力友誼撮とたる。

以上を要約すると， 155分週期は大阪濁を市町党海峡にて閉塞せられたるものとしての湖

水的振動週期， 350分のそれは同海峡にて外洋と連絡せる潤としての振動週期と考へられ

る。尚第5固により，とAU日の潤振動は湖水的振動の振幅の約二倍と成って居るととは注

目に値する。

3.大阪風津浪消長の機構

吾等は第 1節で大阪風主主浪の殿風作用のみによる部分を抽出し，第2節で，との内には

糟振動と湖水的振動との雨機の運動が加味されて居るととを指摘した。依て本節では，賓

際の風の張さと動車の降下量とから大阪風津浪の泊長が定量的に詑明し得られるかどうか

1.100 ) 
. 



室戸周古風に伴了、る関西風湾t1良の研究

を，野満の「風及び策~1頃度の艶化による津浪及びセイシの理論」によって試して見ょう。

( 1 ) 大阪湾内津混原動力の盤化:一基礎材料として首日の大阪，淵本の風速，風向，

祭!躍の費化を賓際記録又は観測より轄載すると，第5， 6表， 第 6， 7圃の如くである。

第 6間風速鍵化 第 7劇祭医聖書化

4{) 

1/ ¥ 30 

加

10， 2 3 4 

一+一風 ii
-<>-5附遁

10 

第 5 表

町

官昔日の風速風向の費量化

大 阪 ノ 風 速，風 向 洲 本 ノ 風 逮， 風 向

時 刻|風速m/sイ風 向 |SW方向 時 刻|風速m/s叶風 向|ノ分遼 ノ分遼

時骨 時骨

0.0 1.4 NNE -1.3 2.0 6.3 S 4.5 

1.0 2.6 NE -2.6 3.0 7.0 E -5.0 

2.0 3.4 NE -3.4 3.30 8.6 ESE 。
3:0 4.2 NE -4.2 4.0 8.4 ESE 。
4.0 4.4 NE -4.4 、4.30 8.5 ESE 。
5.0 4.8 NE -4.8 5.0 7.4 SE -5.2 

6.0 
， 

5.9 NE -5.9 5.30 9.6 SSE -3.1 

6.20 7.1 ENE -6.9 5.40 10.5 S 7.4 

6.40 7.4 E -2.1 5.50 14.6 ESE 。. 
(4) T. Nomitsu: A Theory of Tunamis and Seiches produced by 'Vind and Barametric Gradi-

ent.， Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ. A 18， (1935) 201. 
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室戸圏在風に伴へる闘西風津j良の研究

7.0 8.9 ESE 2.8 6.0 15.1 S 10.1 

7.20 11.3 SE 0.0 6.10 S 

7.40 18.6 SSE 6.0 6.20 S 

8.0 41.0 S 29.0 6.30 23.0 S 16.3 

8.20 42.9 SSW 40.0 7.0 26.0 s 18.4 

8.40 31.5 SW 3i.5 7.10 S 

9.0 28.4 S¥V 28.4 7.20 S¥¥" 

10.0 21.3 ¥¥'S¥¥" 19.7 7.30 13β SW 13.8 

11.0 10.5 WS¥¥" 9.7 7.40 ¥ S¥V 

12.0 7.4 WS¥¥" 6.8 7.50 W 

13.0 6.2 e¥¥¥' 4.4 8.0 16.5 ¥¥' N ¥¥. 5.0 

14.0 4.8 ¥VNW 1.5 8.30 10.3 WNW  3.3 

9.0 8.8 W N W  2.8 

10.0 6.5 ¥VN¥V 2.1 
， 

第 6 表賞日の気 E医 書 理 化

時 刻|宗品4l ep ~時 |大阪ノ|
妻1 気厭降下 ep 

11時 刻|実品~ '1' 
時骨 ロ1m cm 時合 mn】 cm 時骨 ロ】m cm 
6.0 28.6 39.0 7.55 44.1 60.0 9.2G 18.7 25.0 

6.20 30.9 42.0 8.0 41.8 57.0 9.40 14.7 20.0 

6.40 32.3 44.0 8.10 40.3 55.0 10.0 13.2 、18.0

7.0 33.8 46.0 8.20 36.7 50.0 11.0 10.3 14.0 

7.20 36.0 49.0 8.30 29.4 40.0 12.0 8.1 11.0 

7.40 39.6 54.0 8.40 37.9 38.0 

7.50 41.2 56.0 9.0 22.1 30.0 

野満の理論を、適用するには，先づ乙れ等の原動力が瞬間瞬間の値を永く持視すると懐定

した場合に於ける水面上昇の Steadyvalue eを計算して置く必要がある。其の内，集贋

降下に癒す3る分~ ep， 1武による分をらとしよう。

気墜によるらは勿論簡単に大阪に於ける気晴水銀柱の高さに 13.4を乗じて得らるべく，

第 6表の第二欄に並記してある。

風によるらを出すには，淵本と大阪を連ぬる直線上 (SW方向)の平均風速を用ひ，野

満の陸岸ある場合の風K依る水位費化公式〉

¥ 1 llT 〆右前日刊…....・H ・....・H ・....・H ・-……H ・H ・'"・H ・…(1 ) 

(5) 前出 (4).
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室戸贋古風に伴へる関西風常j良の研究

主用ひた。ぁ p は重力の加速度と海水の密度で， t..λは大阪洲本聞を数十個に分割し?とる

亘聞の長さであって，洲本より 50km迄は 5km，それより先は 2kmづ uz::取ったoII 

土考へてゐる直線上で t..L聞の平均の深さである。 u を風速，v'を sw方向の分速とす

ると(第6園)，

T=O.002 Pnlr 7'7/， Pair==塁策の密度

0'表はされる。但e-71， 7/ としては風速が大阪淵本間で直線的に襲化して居るものと見て

つ平均値を，時k 刻内各地貼の{直を第6圃を用ひて算出したものを用ひた。尚nには海

まの僚件を如何に取るかに由って定まるものであるが，主主では 11=3/2とした。

かくして得たらは第7表の如くである。同表に標準水位とあるは振動が湖水的である場

舎に，とれだけを全瞳より引き去るぺき値である。備淵本が原黙に取ってあるから Okm，

i2kmは夫ノ骨折|本，大阪の水位を示し，他はその中間地区のそれである。

第 7 表 ~T の 要望 イb

3122 時令 時 ~I 時 #lnF 骨 l 時骨 時 ~I 時舟!時# 時骨

6 30 7017301801820 8301901930 10 0 1 11 0 12 0 

C立1 cm cm cm Cm cm cm cm cm cm cm cm 。 0.3 0.9 1.7 0.7 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 

5 0.6 1.7 3.4 1.5 1.0 0.8 0.6 0.4 0.2 0.0 0.0 。。
10 0.9 2.6 5.3 2.4 2.1 1.9 1.5 0.9 0.7 0.2 0.1 0.0 

15 1.1 3.3 7.0 3.3 3.5 3.5 2.7 1.5 1.1 0.3 0.2 0.1 

20 1.3 4.0 9.2 4.5 6.3 6.6 5.1 3.1 2.0 1.1 0.3 0.2 

25 1.4 4.5 11.0 5.6 9.7 10.6 8.3 5.1 3.2 1.9 0.5 0.3 

30 1.4 4.8 12.6 6.8 14.2 16.1 12.7 7.8 4.8 2.8 0.8 0.4 

35 1.4 5.0 14.4 8.3 21.2 25.1 19.7 12.1 7.6 4.2 1.3 0.7 

40 1.4 5.1 16.0 9.8 30.2 .35.6 29.3 17.9 11.2 6.6 2.0 1.0 

45 1.4 5.1 17.4 11.4 43.2 51.8 41.8 25.9 16.4 10.0 2.9 1.5 

50 1.4 5.1 F.9 13.0 48.9 59.8 48.1 29.6 18.9 11.7 3.0 1.7 

52 1.3 5.1 18.4 14.7 55.4 68.8 55.3 33.8 21.7 13.'6 3.5 2.0 

54 1.2 5.1 18.9 16.6 63.6 79;8 64.4 39.1 25.2 16.1 4.1 2.3 

56 1.0 5.1 19.4 18.9 73.6 93.8 76.0 45.8 29.7 19.3 4.9 2.7 

58 0.9 5.0 19.9 21.4 86.1 111.8 90.5 54.4 35.5 23.4 5.9 3.2 

60 0.4 4.8 20.7 25.6 106.1 142.8 115.5 69.4 45目5 30.6 7.7 4.0 

'62 -3.3 2.8 21.7 32.0 145.1 198.8 160.5 96.4 63.5 44.0 11.0 5.5 

標水 位準 1.1 3.9 11.0 8.0 25.0 32.0 25.0 15.5 14.0 6.8 2.0 1.0 

以上 tp 及びらを縄振動とした場合と湖水的振動とした場合とに分けて第 8， 9固に
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室戸隠古風に伴へる関西欧津i良の研究

。惇己した。

第 B国湾振動の原動力 第 9園湖水的振動の原動力

(2) 野満理論による大阪津浪の計算:一長く働けば t=らー卜eT の水位上昇を起すべき

原動力が絶えや費化する場合には，野j備の津浪及びセイシ理論によると

~m(t)=em-r笠~〆4r?m十〔崎)ze→月(t吋血(σ戸十のめ…・・(2)
Jo aτ2σ明

イ貝し ε=tan-1vso/2σ叩 v=_fL_， sotansoI:l=ノ乍/μ
P 

/'.海底僚件を定むる係数， μ:粘性係数，111=振動の次数

前項に得た Eを此の式に入れて数値積分を行へば，第8表及び第 10，11圃の如き結果

を得る J

第 8 表

世母子考へ』誌が場合 湖 ト考_，._ J夜 yν 場合

時 刻 je=e川 vj d.c tR 時 刻 jC=CT d.C ~T， 

'，f ~ cm cm cm n~ 合 cm cm 
6 0 - 2 13 。 6 0 。
6 35 11 14 。 6 20 2 7 2 

7 10 25 79 5 6 40 9 19 5 

7 45 104 107 21 7 00 28 7 11 

8 20 211 一110 67 7 20 35 34 24 

(104 ) 



室戸険風に伴へる関西風$'1.良の研究

淘 ト考へ~ IV 場令 湖 ト考人タ

時 刻 Ie =~l+ep I .:le ~II 時 刻 Iedけら|
時骨

8 55 

9 30 

10 05 

10 40 

11 15 

11 50 

12 25 

1300 

cm cm cm 時骨

101 
-53 

125 7 40 

48 
-27 

157 8 00 

21 
-21 

122 8 20 

。
-14 

75 8 40 

ーー 14
- 5 

25 9 00 

-19 
- 6 

一13 9 20 

，.-27 
。

-34 9 4.0 

-27 
。

-43 10 00 

10 20 

10 40 

11 00 

11 20 

11 40 

第 10間湾振動 ~R

則

1!lI 

削

m 
印

咽

2 

o Ii 2 3 4. 5 6 7 8 9 10 11 12 
m 

cm 
69 

139 

179 

118 

73 

60 

40 

17 

7 

- 5 

一15

-25 

-25 

-27 

Jν 場合

.:l~ ~T. 

cm Cロ1

70 
46 

40 
89 

-61 
145 

-45 
186 

ー13
173 

-20 
139 

-23 
53 

ー10
-15 

ー12
-36 

-10 
-29 

-10 
-11 

。
5 

- 2 
-20 

J 

」

可解に際し減幅率 ~vßõ は第 3 ， 4表のものを用ひ，週期は湖水的振動 155分，轡振動

。分としたものである。 ~R は縄振動による水位上昇， ~L は湖水的振動による水位土

佐示す。但し 12時以後は簡車のため牟週期減幅率と週期とより上式に撮ら示して重い

ものであるから，微細主主貼の精確さは期待出来ない。

析くして得たとR ととL を遁嘗の割合に合成したものが賓際の津浪曲線になる筈である

(105 ) 
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第 11 闘湖水的振動 ~L

聞

印

刷

印

印

刷

凹

即

M
W

第 9 表

時 顎j ~R ~r， と 時 ~J ~R CL c 
時骨 cm C町1 cm 時骨 cm cm cm 
6 0 38 38 38 13 20 - 7 - 4 - 5 

6 20 38・ 40 39 1340 - 9 14 6 

6 40 39 43 40‘ 14 00 -10 30 17 

700 41 49 44 14 20 - 9 84 20 

7 20 45 62 51 14 40 - 9 22 12 

740 56 84 65 15 00 一B 6 

8 00 63 127 84 15'20 - 6 - 3 

8 20 101 182 128 15 40 - 3 。
8 40 135 224 165 16 00 。 7 5 

9 00 170 211 184 16 20 3 12 9 

9 20 190 177 186 16 40 5 20 15 

9 40 191 91 157 17 00 7 16 13 

10 00 170 18 120 17 20 7 8 B 

10 20 142 2 95 17 40 6 8 

10 40 113 9 78 18 00 4 -1  

11 00 85 27 66 18 20 1 

11 20 57 43 I 53 18 40 5 8 

11 40 35 37 36 1900 - 3 8 4 

12 00 18 18 18 19 20 - 4 10 5 

12 20 7 8 8 19 40 - 5 6 2 

12 40 - 3 ー-<¥ υ 20 00 - 5 2 

13 00 - 5 -10 -10 

• 

(106 ) 
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室戸国抑止に伴へる関西l瓜津浪の研究

が，其雨者の振wm比は前にも云った通り第 4 園を熟視すれば ~R :~，， =2: 1とすべきである。

依って，第 10，11聞から等間隔のとR，むを讃み取って k速の割合に組合はせ第9表を得，

それを聞にして第 12圃を得た。

第 12闘 計算津浪曲線(合成振動と)

し占4 →→
o 1 2 3 ~ 5 G 7 8 9 10 11 12 ¥1:: 

間

l盟

川

w

m
凹

聞

出

納

判

稲

川

叫

との計算曲線と津浪曲棋とを比較封照すると大上昇時は勿論それ以後の徴細なる貼に於

ても可なり満足すべき一致のあるととを知り，我々の見解の安首なるを裏書きする様であ

る。只悲に注意すべきは，此の言，-Y:算だけに依ると測本にては寧ろ水位が下降すべきで、ある

のに可たりの水位上昇が賓際にはあったL，叉大阪津浪の高さも詐算値は柏過小であると

とであるO 之は置は紀伊水道が矢張り大阪湾と同様の作用を受けて其の端は水位が上昇し

て居る筈光、し，事賓和歌山での検潮記録は騰風の大限通過時にもまた、障分高水位を持続し

て居先。その紀伊水道北端の水位上昇が大阪商内にも影響して，洲本も水位が幾分上昇す

るし大阪の水位をも大阪間内での騰風説果以上に t昇せしめたものと考へられる。

(3) 四国海岸の津混と竹上理論の遁用: 失に大限漕の如き入江でなく，略ぼ直線的

陸岸を有する四園南岸でもその首日最高 4-5米の水位上昇のあった事が諸種の事情から

推定されるととは既速の通りである。之は此の附近の海棚に進行性低気堅乃至風域が襲来
(fOX7) 

した妓巣として，筆者の一人竹上の「進行性低気墜に伴ふ水位上昇」に闘する理論を誼用す

((j) T. Takegami: Astudy of the E仔ectof a Local Wiud etc. Mem. Kyoto Imp. Umv. A 

19 (1936)， 12:2. 
( 7 ) T. Takegami: A Study of the Effect of a Travellin星AtmospherieDisturbance etc. Mem. 

Kyolo Imp. Univ. A.耳I(1938)， 69. 

(107 ) 



室戸騎風に伴へる関西l弘前良の研究

れば説明がっし其の理論をと ~tc述べる事は出来たいが，竹上はその論文に於て室戸鴎

風を例に取り，四囲沿岸に於ける水位上昇を策盤投果と風の殻果とに分け，前者による上

昇量として 3.9m，後者に依るそれとして約 0.4m，合せて約 4mの上昇量を算出して居

るC との値は可たり賓際の上昇量を示すものと見てよい。

結 論

以上の所論及び計算の結果を要約すると

(イ) 風浪の護達は外洋に於て最も顕著であるが，風浮浪の護達は棚海以内に限る0 ・

(ロ) 風及び朱墜に費動あれば棚海以内の海面には必や多少のセイシ護達し，饗動激甚

ならば往k陸上に溢水して津浪とたる。風津浪動はセイシと本質的に相異るものではたく

て，寧ろそのー相に過ぎざる場合が多い。今回の大阪津浪，大正 6年の東京糟津浪はその

遁例である O

(ハ) 今回の大阪津浪は，その原動力より見ると

風の作用:朱墨の作用=3:1 

叉振動様式としては

縄振動:湖水振動=2:1 

の割合にて合成護達したセイシの第一動である。

(=) 大阪潤外の海水堆積も多少の影響を興へ?と。

(ホ).四園南岸の大津浪は其の前面にある海棚に進行性低気摩が作用したとして推算出

来る。

本研究は服部報公舎の援助により遂行したもので，同舎に封し悲に深甚の謝意を表す

る。
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